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・講座②御伽草子の世界 参考図書 

『お伽草子超入門』 伊藤慎吾編 勉誠出版 

・講座④建築・環境デザインの世界 参考図書 

 『環境デザインマップ 日本』 建築設備総合協会環境デザインマップ編集委員会編著 総合資格 

・講座⑤日本美術で「感動」を‐人生100年時代に芸術の力を 参考図書 

   『日本美術史』 山下裕二、高岸輝監修 美術出版社 

・講座⑥天文学概論 参考図書 

 『天文マニア 養成マニュアル』 福江純編 恒星社厚生閣 

・講座⑦「古代エジプト紀行」-ファラオの世界遺産をめぐる- 参考図書 

 『古代史マップ 世界を変えた帝国と文明の興亡』 尾崎憲和編 日経ナショナルジオグラフィック社 

・講座⑧河内の中世史 講師著書 

 『室町幕府分裂と畿内近国の胎動』 天野忠幸著 吉川弘文館 

・講座⑨漢方を深く知る 参考図書 

 『丸わかり！漢方薬 120％使いこなし事典』 根本幸夫監修 主婦の友社 

・講座⑩古文書で学ぶ地域の歴史≪江戸時代≫ 参考図書 

 『知識ゼロからの古文書を読む』 古賀弘幸著 幻冬舎 

・公開講座 現役大学生昆虫食活動家かずきと学ぶ昆虫食入門 参考図書 

   『ホントに食べる？世界をすくう虫のすべて』 内山昭一監修 文研出版 
 

前回、2階学習情報室に新しく入った本を2冊ご紹介させていただきましたが、ほかにも9冊新しく入っています。 

講義の内容をより深く知りたい方、レポートを書くのに参考にしたい方はもちろん、少し本を見てみたいという方

も、学習情報室に閲覧していただけるスペースがございますのでどんどんご活用ください。 

(ご利用される場合は、1階市民大学カウンターにてお声がけください。) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

学びたい講義を一つだけ、1 日だけなら参加してみたい。そんなご希望にお応えします。 
お好きな講義（日）を選んで聴講することができます。 

②御伽草子の世界 金曜１限 10:30～12:00 

9/3 『鉢かづき』の世界 

大阪教育大学 教授 小野恭靖 
9/10 『和泉式部』の世界 

9/17 『さいき』の世界 

9/24 『横笛草紙』の世界 

  
④建築・環境デザインの世界  

【大阪芸術大学提携講座】 水曜１限 10:30～12:00 

9/1 安全・安心を支える構造を設計する 大阪芸術大学芸術学部建築学科 教授 田口雅一 

9/8 芸術としての建築を賞味する 大阪芸術大学芸術学部建築学科 教授 加治大輔 

9/15 日本の古建築に学ぶ 大阪芸術大学芸術学部建築学科 准教授 小出祐子 

9/22 ランドスケープをデザインする 大阪芸術大学芸術学部建築学科 教授 吉武宗平 

  
⑥天文学概論 日曜 3限 15:00～16:30 

9/5 宇宙の階層構造 

大阪教育大学天文学研究室 松本桂 
9/12 科学としての天文学の歴史 

9/19 星の一生の意味 

9/26 突然現れる星 

  
⑨漢方を深く知る 土曜 2限 13:00～14:30 

9/11 漢方薬と生薬 

大阪大谷大学薬学部薬学科 教授 伊藤卓也 
9/25 

漢方薬の鑑定(試飲体験) 

→ この日の講義内容は、 「実際の漢方薬-1」に 

変更になりました。 

   

■ 場 所  羽曳野市立生活文化情報センター(LICはびきの) 

■ 申 込  来館、電話、ＦＡＸ 

■ 申込期間  当該講義日の1週間前から前日まで ※先着順。定員に達し次第、締め切りとなります。 

■ 聴講料  1講義につき800円（当日支払） 

 
 

 

 

 

受付 9時 00分～17時 30分（2階学習情報室 9時 30分～16時 30分） ※閉室は祝日・振替休日・年末年始 

ご提出いただきました個人情報につきましては、羽曳野市個人情報保護条例(平成12年羽曳野市条例第43号)に基づき適切に管理いたします。 

※障害への配慮が必要な場合は事前にご相談ください。 

※表記されている内容については予告なく変更になる場合がございます。 

 

                 だより                                            

はびきの市民大学 
〒583-0854 大阪府羽曳野市軽里 1 丁目 1番 1 号（LIC はびきの内） 

【TEL】072-950-5503／【FAX】072-950-5650 

はびきの市民大学 

 

学 長 コ ラ ム 【第 24 回】 

河内厚郎 

(はびきの市民大学学長) 

自分の書いた文章（時事評論）が受験用の問題集に出たことがある。たしか今で

も使われているようだが、大学で教えていたとき学生たちにも挑戦させてみた。は

っきりとは正解の分からぬ問題であった。どうにでも解釈の取れる余地があり、文

章というものは案外そういうものではなかろうかという気がする。   

兼好法師の『徒然草』を中学時代に読んだ第一印象は、なんとなく嫌味なエッセ

イだなあというものであった。それが後年あらためて読むと、目からうろこが落ち

るように凄さが分かってきたのである。人生の実相、世の姿はかくもあらんと、兼

好にはありありと見えていたのではないだろうか。それが「あやしうこそものぐる

ほしけれ」という感慨にもつながったのではないか― 

名作というものは、年齢を重ねて読むごとに、印象は違ってくる。それは自分も

また変化してきているということに他ならない。 

9月の聴講のご案内 

学習情報室に新しく入った本のご案内 


